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事業内容

１　出資等の状況（H30.4.1現在） （単位：千円）

416,300

出資（出捐）額
出資（出捐）

割合
出資（出捐）

順位
備考

200,000 48.0% 1

100,000 24.0% 2

7,700 1.8% 3

4,700 1.1% 4

4,700 1.1% 4

4,600 1.1% 6

4,500 1.1% 7

4,500 1.1% 7

4,200 1.0% 9

81,400 19.6%

２　社員（会員）の状況(社団法人のみ）（H30.4.1現在）

社員数

県

市町村

国又は政府系機関

民間法人

その他

公社等外郭団体に関する情報公開

香取市他46市町村

社員総数

区　　　　　　分

内
訳

地方公共
団体

市川市

043-223-3442

成田市

主な者

自己資本

出資（出捐）者

千葉市

松戸市

船橋市

市原市

南房総市

団体名 公益財団法人千葉県建設技術センター 県所管課 県土整備部技術管理課

千葉県

資本金（又は出捐金）

理事長　龍　崎　和　寛

043-247-0276

平成6年4月1日

http://www.cctc.or.jp

千葉市中央区出洲港11番2号

千葉県内の地方公共団体が施工する建設事業の円滑で効率的な執行を支援するとと
もに、建設技術者の技術の向上を図り、良質な社会資本の整備に寄与することを目的と
する。
　主な事業としては、建設工事に関する設計積算及び施工管理、建設技術に関する研
修、講習会の開催、土木積算システムのデータ交付、技術基準や新技術等の情報提
供、建設材料試験、公共土木施設の維持管理支援を行っている。



３　財務状況　

(１)貸借対照表から
（単位：千円）

項　　　目 ２７年度 ２８年度 ２９年度

総資産 1,075,470 1,318,347 1,339,430

負　債 177,484 388,430 362,799

(うち有利子負債）

純資産 897,986 929,917 976,631

累 積 損 益（利益剰余金） 481,686 513,617 560,331

（２）損益計算書から （単位：千円）

項　　　目 ２７年度 ２８年度 ２９年度

総 収 入　　（＝売上高＋営業外収益＋特別利益） 550,141 708,122 632,858

経 常 損 益 -37,715 41,573 46,715

当 期 損 益 -37,715 31,931 46,715

減価償却前当期損益　　　　 -26,977 40,791 54,977

４　年度末借入金残高等の状況 （単位：千円）

　　　項　　　目 ２７年度 ２８年度 ２９年度

借 入 金 残 高　　　　　     

うち県からの借入金残高

うち県以外からの借入金残高

〈貸借対照表〉　純資産⇒正味財産合計

　　　　　　　　　　利益剰余金⇒一般正味財産

〈損益計算書〉　損益計算書⇒正味財産増減計算書

　　　　　　　　　　総収入（＝売上高＋営業外収益＋特別利益）⇒総収入（＝経常収益＋経常外収益

　　　　　　　　　　＋当期指定正味財産増加額）

　　　経常損益⇒当期経常増減額

　　　当期損益⇒当期一般正味財産増減額

うち県の債務保証又は損失補
償の対象となる借入金残高

※一般社団・財団法人及び公益社団・財団法人（特例法人（従来の公益法人）含む。）については、
次のとおり公益法人会計基準に読み替える。

※累積損益（利益剰余金）については、基本金又は基本財産に相当するものを除いたものとなる。



５　県の財政支出の状況

（１）委託料・補助金等 （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２７年度 ２８年度 ２９年度

委託料   　　 設計積算受託事業等 108,894 188,165 140,598

補助金･交付金・
負担金

CALS/EC推進事業 3,477 3,477 3,477

合　　　計 112,371 191,642 144,075

（２）その他 （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２７年度 ２８年度 ２９年度

利子補給

税の減免額

出資金

貸付金

上記以外のもの

合　　　計 0 0 0

（３）委託料のうち再委託に関するもの （単位：千円）

項　　目 目的、内容、算出根拠等 ２７年度 ２８年度 ２９年度

委託料のうち再委
託したもの
再委託のうち入札
によるもの
再委託のうち随意
契約によるもの



６　役職員の状況

（１）役職員数（各年度７月１日現在） （単位：人）

２８年度 ２９年度 ３０年度

常勤役員数   2 2 2

うち県退職者 1

うち県派遣職員 2 1 2

常勤職員数  30 24 25

うち県退職者

うち県派遣職員 15 10 10

（２）役職員の平均年収等の状況

２８年度 ２９年度 ３０年度

役員数（県派遣又は県ＯＢ） 2人（2人） 2人（2人） 　　　2人（2人）

役員平均年齢 58.5 歳 58.5 歳 58 歳

平均年収(千円） 11,443千円 10,619千円 11,249千円

職員数（県派遣又は県ＯＢ） 29人（14.75人） 24人（10人） 25人（10人）

職員平均年齢 39.3 歳 40.9 歳 40.1 歳

平均年収(千円） 7,304千円 7,198千円 7,109千円

　①　対象は常勤の役職員です。（嘱託職員、日々雇用職員は除く。)
　②　役職員数は実人員を記入してください。
　③　平均年収は、役員報酬や給料等総人件費を実人員で除して算出すること。

※役職員数は実人員を記入してください。　
　平成30年度中の毎月1日現在の役職員数を合計し12か月で割り、小数点第2位を四捨五入してください。
　例：4月の役員数が5名、9月末で1名減り、年度末は4名であった場合は4.5人となります。

※平成３０年度の平均年収については推計となる。

７　改革方針の取組状況

改革方針（区分）

改革方針（概要）

取組状況

その他（特記事項
等）

○市町村の業務を補完する目的で行う事業を基本とし、市町村の技術支援機関と
しての役割を一層強化していく。
・技術者が不足している市町村に対する設計積算受託事業等を実施しており、引き
続き、積極的に市町村への技術支援を行った。また、平成27年度からの新規事業
である公共土木施設維持管理支援事業では、県内の市町村が管理する道路施設
の点検・診断業務について、各市町村と協定を締結し、地域一括発注による支援を
行った。
・市町村受託収入額　H27：155,436千円　H28：299,824千円　H29：294,327千円
○長期的な経営見通しを踏まえながらプロパー職員の採用を行い、年齢構成の適
正化や経験・知識の蓄積を図りつつ、県派遣職員を順次減少させていく。
・平成26年度にプロパー職員3名、平成27年度に1名、平成29年度に1名を採用し
た。また、県派遣職員については、平成26年度に1名、平成28年度に1名、平成29
年度に5名の削減を行った。

＊平成28年4月に千葉県行政改革推進本部で決定した改革方針とその取組状況を記載してください。

項　　　目

項　　　目

県と連携した経営改善

・市町村の業務を補完する目的で行う事業を基本とし、市町村の技術支援機関とし
ての役割を一層強化していく。
・長期的な経営見通しを踏まえながらプロパー職員の採用を行い、年齢構成の適
正化や経験・知識の蓄積を図りつつ、県派遣職員を順次減少させていく。


